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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

(1) 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

① 学生確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

金融学科の受験者数（一般方式入試及びセンター方式入試）は、入学定員 100 名に対し

て、過去 5 年間で、最も少ない平成 25 年度入試において 1,339 名、最も多かった平成 27

年度入試において 2,265 名となっており、最近 3 年間では増加傾向にある（資料 1）。合格

倍率も、最も低かった平成 25 年度入試で 3.3 倍と、今回の 20 名の入学定員増があっても、

十分に学生を確保できる状態である（資料 2）。大手予備校である河合塾が毎年発表してい

る一般入試結果の偏差値においても 55.0 から 57.5 の間で安定的に推移していることから、

受験生の質も保たれていると考えられる。 

また、就職率の過去 5 年間の平均は 92％であり、直近の 2 年間は 96％を超えている（資

料 3）。さらに、金融業界への就職割合も高いことから（資料 4）、その点からも、新しい入

学定員を十分に充たすことができると判断した。 

さらに、入学定員及び収容定員が増えても、教育の質に大きな問題は生じない。現在、

専任教員一人当たり、一学年で 10 人前後のゼミ生を担当している。1 ゼミにつき 2 名程度

の増加は、教育の質の低下を招くことなく、受け入れることが可能である。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

本学金融学科への受験者数の堅調な推移についてはすでに触れたが、今回の入学定員及

び収容定員の増加を申請するに当たり、次のような調査を実施した（資料 5、資料 6）。 

 

実施時期：平成 27 年 3 月 24 日～4 月 28 日 

調査対象：関東地方を中心とする 11 都県の 64 高校（実際に志願者のあった高校）の高校

3 年生（平成 27 年度）12,672 名 

回答者数：9,289 名（回答率 73.3%） 

調査項目：属性（性別／高校種別／高校所在地／所属クラス）、高校卒業後の希望進路、 

興味のある学問系統、「経済学部金融学科」の特色に対する魅力度、「経済学部

金融学科」への受験意向、「経済学部金融学科」への入学意向 

 

次に、調査の主な結果を示す（資料 7）。第 1 は、回答者の属性であるが、男女比につい

てはほぼ半分ずつである。高校所在地の分布は、東京都、埼玉県、そして千葉県の 1 都 2
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県で全体の 83.6％を占めている。ちなみに平成 27 年度入試の金融学科への合格者において

も、東京都、埼玉県、そして千葉県の 1 都 2 県の割合は全体の 80.0％であった。所属コー

スは文系クラスが全体の 71.4％を占めており、私立大学志望も全体の 77.1％である。さら

に興味のある学問領域では、金融学科が含まれる「経済・経営・商学」は 30.4％になる。

以上から、この調査における回答者の属性は、本校の金融学科への志望調査を尋ねる対象

としてほぼ適切と考えられる。 

第 2 は、第 1 で提示した回答者が、本学金融学科の教育の特徴をどのような判断してい

るかについての結果である。回答者には、次の 3 つの特徴について回答してもらった。 

 

〈金融学科特徴 A〉 

経済活動をモノという実物活動だけではなく、金融という視点からも捉えることができ

る能力を養い、実践で役に立つファイナンス理論やその背景にある金融制度を深く学び、

多様化し、また国際化する金融の世界で活躍できる人材を育てます 

 

〈金融学科特徴 B〉 

本学の教授陣が、本学の学生に合わせたテキストを使用することで、初年度に金融の基

礎をしっかり身につけることができる教育体制をとっています 

 

〈金融学科特徴 C〉 

証券アナリスト第 1 次試験に合格する水準の知識を身につけさせると同時に、専門分野

に限らず経済や経営など幅広い学習ができる環境を整えています 

 

分析は、回答者全体に対するものと経済・経営・商学という学問系統に興味を持ってい

る回答者に対するものの 2 通りを行った。回答者全体に対しては、金融学科特徴 A、金融

学科特徴 B、そして金融学科特徴 C のいずれも 60％前後の回答者が「魅力を感じる」と回

答している。それを、経済・経営・商学という学問系統に興味を持っている者に尋ねたと

ころ、いずれも約 75％が「魅力を感じる」と回答している（資料 8）。 

第 3 は、本学の金融学科への受験希望と、受験希望がある回答者における入学希望に関

する調査結果である。回答者全体の受験希望は 13.0％とあまり高くはないが、経済・経営・

商学という学問系統に興味を持っている者を母数にした場合は、29.9％と 3 割近い生徒が

受験希望を持っていることが明らかになった（資料 9）。さらに、アンケートでは、受験希

望を持っている者に対して、入学意思があるかどうかを尋ねている。その結果は、回答者

全体及び経済・経営・商学という学問系統に興味を持っている者の間では大きな数字の違

いはなく、ともに 85％程度の回答者が入学したいと答えている（資料 10）。 

最近の東京都、埼玉県、そして千葉県における進学者数は 10 数万人で推移しており、10

数万人を母数で考えると、その 13％は 1 万人を優に超える数となり、このアンケート結果
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からも本学金融学科への受験ニーズが高いと判断できる。また、合格した場合の入学希望

についても 8 割を超えていることから、本学金融学科で学びたい高校生の数は新しい入学

定員に対してもかなり大きいものと考えられる。 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

金融学科を含めて、本学では、全学的に安定的した学生確保のために、次のような取組

を実施している。 

第 1 は、多様な入試を行っていることである。本学だけの受験生を対象とした一般方式

入試は、全学部統一 2 科目型と個別学部併願 3 科目型、センター方式入試は、前期日程と

後期日程、高校時代の課外活動を重視した指定校制特別入試、帰国生徒対象入試、そして

社会人入試を実施している他、編入学、転入学、そして学士入学という道を用意している。 

第 2 は、高校生に本学をより良く知ってもらう機会を用意していることである。それら

の機会とは、オープンキャンパス（年 4 回、平成 26 年度参加者総数 5,539 名）、一般入試

説明会（年 1 回、平成 26 年度参加者数 900 名）、模擬授業（平成 26 年度 75 回）、高校で

行う進路説明会（平成 26 年度 152 回）、そして高校による大学訪問（平成 26 年度 41 回）

である。これらの試みは、大学を深く知ってもらうことを目的としている。 

第 3 は、高校生に本学を広く知ってもらうための試みである。これは、いわゆる広報活

動と呼ばれるものである。広報活動の大きな柱は大きく分けて 2 つあり、一つが大学 Web

サイトの充実である。現在の大学 Web サイトは平成 25 年 9 月にリニューアルを実施した

ものであるが、平成 25 年 10 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日の半年間と、平成 26 年 10 月 1

日～平成 27 年 3 月 31 日の半年間を比べると、ページビュー（PV）数は 168 万 9,464PV

から 181 万 7,194PV にアップした。もう一つは、いわゆる大学案内を通しての広報活動で

あり、大学案内は Web でも閲覧可能であるが、冊子も求めに応じて郵送している。この郵

送件数は、最近 3 年間は、年 2 万件前後で推移している。 

このように、多様な学生を受け入れるための入試を行い、広く本学を知ってもらうだけ

ではなく、深く本学を知ってもらうための試みについてバランスを取りながら実施してい

るのが、本学の学生確保に向けた取組の特徴である。 

 

(2) 人材需要の動向等社会の要請 

 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

経済学部は、経済社会を対象とする理論と応用に関する知識を修得させ、主体的な思考

力と適切な意志決定遂行能力を涵養することを教育研究上の目的とするとともに、あわせ

て現代の経済社会が直面する課題解決に際し、意欲的に取り組む力を持った有為な社会人

育成を人材養成の目的とする。 

経済学部が目ざすのは、経済・経営・金融の 3 分野における専門教育を通じて、建学の
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精神の「自ら調べ、自ら考える」ことを実践し、現代の経済社会が直面している様々な課

題の解決に取り組む力と意欲に満ちた人材を養成することである。そのために、経済社会

に関する総体的知識及び専門的知識と応用力を修得できるような、教育プログラムを立案

し、実施している。確固とした専門的知識と応用力の修得を軸としつつ、現代社会を生き

るために必要不可欠な幅広い教養と良識を培うことによって、本学部は学部学生に対して、

自立的な個人として主体的に思考し、かつ社会的責任を自覚して適切な判断や意思決定を

行いうる能力の涵養をはかっている。 

金融学科においては、まず経済現象に関する理論と現実の経済活動について学び、現代

経済においてますます重要性を高めている金融・ファイナンスの専門的知識を修得し、金

融機関の運営や企業のファイナンス業務において能力を発揮しうる人材の育成を目ざして

いる。本学科のゼミナールは、金融の現実を体験的に把握し、理論的見通しや総合的判断

を実践に移す力を身につけさせるためにある。なお本学科では、証券アナリスト等、金融

分野の専門家を志す学生を対象として、そのためにとくに必要な専門的知識と能力を得さ

せるための指導も行っている。 

 

② 上記(1)が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根

拠 

金融学科卒業生の人材需要については、すでに金融業界への就職割合が高いことを示し

たが、今回の入学定員及び収容定員の増加を申請するに当たり、次のような調査を実施し

た（資料 11、資料 6）。 

 

実施時期 ：平成 27 年 3 月 16 日～4 月 28 日 

調査対象 ：関東地方を中心とする 22 都道府県の 873 社の企業の人事関連担当者 

回答企業数：271 社（回答率 31.0%） 

調査項目 ：属性（人事採用への関与度／本社所在地／勤務先の主な業種／従業員数）、正

規社員の平均採用人数、本年度の採用予定数、採用したい学問系統、「経済学

部 金融学科」の特色に対する魅力度、「経済学部 金融学科」の社会的必要性、

「経済学部 金融学科」卒業生に対する採用意向、「経済学部 金融学科」卒業

生の毎年の採用想定人数 

 

次に、調査の主な結果を示す（資料 12）。第 1 は、回答企業（回答企業の回答者）の属性

である。回答者に関しては、9 割以上が、何らかの形で採用に関係した業務に携わっている

ので、本調査の回答者としては問題がないと考えられる。回答企業の本社所在地に関して

は、東京都が 7 割と多くなっている。株式上場企業の本店分布でも東京都は 5 割程度なの

で、本来の母集団と比較しても東京都に集中したものになっているが、これはアンケート

の実施に伴う制約条件によるものである。業種分布も、金融人材のニーズが高いと考えら
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れる製造業(18.8%)（国際展開に伴う金融人材ニーズ）、商社（8.1％）、そして金融・保険業

(16.6％)の 3 業種で全体の 4 割を超えている。企業規模も、専門人材が必要となる大きな規

模の企業が数多く含まれており、1,000 人以上規模の会社が 48.3％と約半分を占めている。

採用方針は、「増やす」と「昨年度並み（現状維持）」を合せてほぼ 8 割となっており、採

用に積極的な企業が多く含まれている。採用したい学問系統は、経済・経営・商学系統は

32.5%である。このように、アンケート実施に係るいくつかの制約条件のため、やや不十分

な点はあるにせよ、今回の調査目的を達するために大きな問題のない回答企業と考えるこ

とができる。 

第 2 は、第 1 で紹介した回答企業の回答者が、本学金融学科の教育の特徴をどのような

判断しているかについての結果である。回答者には、高校生に対する調査と同様に、次の 3

つの特徴について回答してもらった。 

 

〈金融学科特徴 A〉 

経済活動をモノという実物活動だけではなく、金融という視点からも捉えることができ

る能力を養い、実践で役に立つファイナンス理論やその背景にある金融制度を深く学び、

多様化し、また国際化する金融の世界で活躍できる人材を育てます 

 

〈金融学科特徴 B〉 

本学の教授陣が、本学の学生に合わせたテキストを使用することで、初年度に金融の基

礎をしっかり身につけることができる教育体制をとっています 

 

〈金融学科特徴 C〉 

証券アナリスト第 1 次試験に合格する水準の知識を身につけさせると同時に、専門分野

に限らず経済や経営など幅広い学習ができる環境を整えています 

 

分析は、回答企業全体に対するものと経済・経営・商学という学問系統に興味を持って

いる回答企業に対するものの 2 通りを行った。いずれの特徴においても、経済・経営・商

学という学問系統に興味を持っている回答企業の方が、本学金融学科の特徴を評価する割

合は高いものの、回答企業全体においても、8 割以上の企業が、本学の取り組みを評価し、

魅力を感じていることが明らかになった（資料 13）。 

第 3 は、本学金融学科の社会的必要性に関する評価と採用ニーズについての調査結果で

ある。社会的必要性に関しては、本学の先進的かつユニークな教育活動が評価され、回答

企業全体も経済・経営・商学という学問系統に興味を持っている回答企業も、ともに 9 割

を超えている（資料 14）。採用ニーズについても、採用したいとする企業が、回答企業全体

でも 85.6%、経済・経営・商学という学問系統に興味を持っている企業では約 9 割である

89.8％の企業が採用ニーズを有している（資料 15）。 
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第 4 は、採用ニーズのある企業が、どのくらいの学生を確保したいのかを尋ねたもので

ある。人数未定が過半数を占める一方で、2 名以上採用したいとする企業も少なくはなく、

これは本学金融学科の卒業生によって築き上げられた功績と教育内容に対する期待の表れ

と評価できる（資料 16、資料 17）。 

このように、本学金融学科の人材需要については、今までの実績と今回調査の結果を踏

まえると、入学定員を 20 名増加しても、その新たな供給は、現在の需要によって十分に満

たされることが予想される。 
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資料 1 金融学科の受験者数の推移 

 

注）横軸は入試年度 

 

資料 2 金融学科の倍率（合格者÷受験者数）の推移 

 

注）横軸は入試年度 
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資料 3 金融学科、武蔵大学、全国平均の就職率 

 

注）全国平均は、厚生労働省・文部科学省「大学等卒業予定者の就職内定状況調査」を資料とした 

 

資料 4 金融学科、経済学部、武蔵大学全体の金融業界への就職割合 

 

注）金融学科、経済学部、そして武蔵大学全体の就職者数を分母、 

それぞれの金融業界への就職者数を分子に計算した。 
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金融学科 経済学部 大学全体 
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資料 5 高校生対象調査票 
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資料 6 調査票同封リーフレット 
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資料 7 高校生に対する金融学科ニーズ調査（属性） 

調査項目 回答項目 件数 割合 

性別 男性 4,666 50.2% 

女性 4,481 48.2% 

無回答 142 1.5% 

合計 9,289 100.0% 

 
高校所在地 東京都 4,262 45.9% 

埼玉県 2,957 31.8% 

千葉県 549 5.9% 

茨城県 285 3.1% 

その他 1,236 13.3% 

合計 9,289 100.0% 

 
所属コース 文系クラス（文系コース） 6,636  71.4% 

理系クラス（理系コース） 1,231  13.3% 

コース選択はない 615  6.6% 

その他 417  4.5% 

無回答 390  4.2% 

合計 9,289  100.0% 

 
進学希望 

（複数回答※） 

国公立大学に進学 1,483  16.0% 

私立大学に進学 7,160  77.1% 

短期大学に進学 505  5.4% 

専門学校・専修学校に進学 1,284 13.8 % 

就職 381 4.1% 

その他 190 2.0% 

無回答 172 1.9% 

回答者数 9,289  － 

 
興味のある学問系統 

（複数回答※） 

経済・経営・商学 2,821 30.4% 

社会学 1,229 13.2% 

法学 1,064 11.5% 

文学 2,135 23.0% 

語学 1,366 14.7% 

国際関係学 1,430 15.4% 
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教員養成・教育学 1,605 17.3% 

生活科学 967 10.4% 

芸術学 900 9.7% 

総合科学 88 0.9% 

看護・保健学 806 8.7% 

医・歯・薬学 363 3.9% 

理学 522 5.6% 

工学 590 6.4% 

農・水産学 271 2.9% 

その他 758 8.2% 

まだ決めていない 304 3.3% 

無回答 154 1.7% 

回答者数 9,289  － 

※複数回答のため、件数の合計は 9,289 になりません。 

割合は回答者数に対する数値のため、合計は 100%になりません。 
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資料 8 金融学科の特徴に対する評価（生徒） 

 

注）「魅力を感じる」は、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計であり、 

「魅力を感じない」は「あまり魅力を感じない」と「まったく魅力を感じない」の合計である。 

 

資料 9 本学金融学科の受験希望（生徒） 

 

 

資料 10 本学金融学科の入学希望（生徒） 

 

  

58.2% 

75.9% 

60.9% 

74.5% 

59.9% 

75.5% 

35.3% 
17.9% 

32.6% 
19.5% 

33.2% 
18.0% 

10.2% 
4.0% 9.5% 

4.1% 
10.0% 

3.8% 

回
答
者
全
体

(N
=

9
2
8
9
)   

経
済
・
経
営
・
商
学

志
望
者(N

=
2
8
2
1
) 

回
答
者
全
体

(N
=

9
2
8
9
)   

経
済
・
経
営
・
商
学

志
望
者(N

=
2
8
2
1
) 

回
答
者
全
体

(N
=

9
2
8
9
)   

経
済
・
経
営
・
商
学

志
望
者(N

=
2
8
2
1
) 

金融学科特徴A 金融学科特徴B 金融学科特徴C 

魅力を感じる 魅力を感じない 無回答 

29.9% 

13.0% 

65.7% 

82.4% 

4.4% 

4.5% 

経済・経営・商学志望者(N=2821) 

回答者全体(N=9289) 

受験したいと思う 受験したいと思わない 無回答 

84.2% 

85.2% 

15.5% 

14.6% 

0.2% 

0.2% 

経済・経営・商学志望者(N=844) 

回答者全体(N=1212) 

入学したいと思う 入学したいと思わない 無回答 
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資料 11 企業対象調査票 
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資料 12 企業に対する金融学科ニーズ調査（属性） 

調査項目 回答項目 件数 割合 

採用への関与度 採用決裁権有、選考関与有 62  22.9% 

 採用決裁権有、選考関与無   2  0.7% 

 採用決裁権無、選考関与有  182  67.2% 

 情報や意見を収集、提供する立場のみ 23  8.5% 

 無回答 2  0.7% 

 合計 271  100.0% 

    
会社の本社所在地 東京都 191  70.5% 

 埼玉県 16  5.9% 

 その他（北海道など 20 道府県） 62  22.9% 

 無回答 2  0.7% 

 合計 271  100.0% 

    
業種 建設業 18  6.6% 

 製造業 51  18.8% 

 商社 22  8.1% 

 小売業 18  6.6% 

 金融・保険業 45  16.6% 

 不動産業 8  3.0% 

 運輸・倉庫業 11  4.1% 

 電気・ガス業 1  0.4% 

 情報通信業 24  8.9% 

 教育施設 1  0.4% 

 新聞・広告・出版・放送 6  2.2% 

 旅行業 3  1.1% 

 その他サービス 28  10.3% 

 公務 19  7.0% 

 その他 8  3.0% 

 無回答 8  3.0% 

 合計 271  100.0% 

    
従業員規模 50 名未満 20  7.4% 

 
50 名～100 名未満 17  6.3% 

 
100 名～500 名未満 60  22.1% 
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500 名～1,000 名未満 37  13.7% 

 
1,000 名以上 131  48.3% 

 
無回答 6  2.2% 

 
合計 271  100.0% 

    
採用方針 増やす 85  31.4% 

 
昨年度並み 131  48.3% 

 
減らす 15  5.5% 

 
未定 33  12.2% 

 
採用予定なし 3  1.1% 

 
見送り（中止） 0  0.0% 

 
無回答 4  1.5% 

 
合計 271  100.0% 

    
採用したい学問系統 経済・経営・商学系統 88  32.5 % 

（複数回答※） 社会学系統 63  23.2 % 

 
法学系統 74  27.3 % 

 
文学系統 57  21.0 % 

 語学系統 49 18.1% 

 国際関係学系統 47 17.3% 

 教員養成・教育学系統 20 7.4% 

 生活科学系統 24 8.9% 

 芸術学系統 21 7.7% 

 総合科学系統 24 8.9% 

 看護・保健学系統 11 4.1% 

 医・歯・薬学系統 9 3.3% 

 理学系統 62 22.9% 

 工学系統 70 25.8% 

 農・水産学系統 24 8.9% 

 その他 11 4.1% 

 
学部や学問系統にはこだわらない 162  59.8 % 

 
無回答 3  1.1 % 

 
回答企業数 271  － 

※複数回答のため、件数の合計は 271 になりません。 

割合は回答企業数に対する数値のため、合計は 100%になりません。 
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資料 13 本学金融学科の特徴に対する評価（企業） 

 

注）「魅力を感じる」は、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計であり、 

「魅力を感じない」は「あまり魅力を感じない」と「まったく魅力を感じない」の合計である。 

  

85.6% 
92.0% 

81.5% 
87.5% 

80.8% 84.1% 

11.4% 6.8% 
15.9% 12.5% 16.6% 15.9% 

3.0% 1.1% 2.6% 0.0% 2.6% 0.0% 

回
答
企
業
全
体

(N
=

2
7
1
)   

経
済
・
経
営
・
商
学
統

採
用
希
望
有
り(N

=
8
8
) 
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答
企
業
全
体

(N
=

2
7
1
)   

経
済
・
経
営
・
商
学
統

採
用
希
望
有
り(N

=
8
8
) 

回
答
企
業
全
体

(N
=

2
7
1
)   

経
済
・
経
営
・
商
学
統

採
用
希
望
有
り(N

=
8
8
) 

金融学科特徴A 金融学科特徴B 金融学科特徴C 

魅力を感じる 魅力を感じない 無回答 
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資料 14 本学金融学科の社会的必要性に関する評価（企業） 

 

 

資料 15 本学金融学科卒業生に対する採用ニーズ（企業） 

 

  

95.5% 

92.3% 

4.5% 

4.1% 

0.0% 

3.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経済・経営・商学統採用希望有り(N=88) 

回答企業全体(N=271)   

必要だと思う 必要だと思わない 無回答 

89.8% 

85.6% 

10.2% 

9.2% 

0.0% 

5.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経済・経営・商学統採用希望有り(N=88) 

回答企業全体(N=271)   

採用したい 採用したいとは思わない 無回答 
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資料 16 採用したい人数（回答企業全体） 

 

 

資料 17 採用したい人数（経済・経営・商学という学問系統に興味を持つ回答企業全体） 

 

1名, 15.1% 

2名, 8.2% 

3名, 6.9% 

4名, 0.4% 

5～9名, 3.0% 

10名以上, 0.9% 

人数未定, 65.5% 

無回答, 0.0% 

1名, 21.5% 

2名, 12.7% 

3名, 

7.6% 

4名, 0.0% 

5～9名, 

3.8% 
10名以上, 0.0% 

人数未定, 54.4% 

無回答, 0.0% 
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